
研究員報告      

１ 研究主題 

数学的な見方・考え方を働かせ，問い続ける児童の育成 

～単元を貫く問いに焦点を当てて～ 

２ 主題設定の理由 

学習指導要領算数編（平成 29 年告示）では，育成を目指す資質・能力を，数学的活動を通して，数学

的な見方・考え方を働かせることを繰り返すことで身に付けさせることが求められている。また，「児童

が算数の問題を解決する活動を遂行する上で必要な問いを自らもつことで，数学的活動を自ら遂行する

ことができるようになると考えられる」と記載されており，児童の問いが，数学的活動において重要で

あることが分かる。「問い」について中村(1993)は，「『問い』は連続することで効果がでてくる。それぞ

れの問いが単独にあるのではなく，問題を解決する中で次から次へと発せられる」としており，問いが

連続していくことの重要性を示唆している。そこで，本研究では，単元の学習だけでなく，その後の学

習や日常生活においても問いを連続させ，学習したことを自ら統合・発展させたり，日常生活に活用・

意味付けしたりする児童を「数学的な見方・考え方を働かせ，問い続ける児童」と捉えた。 

しかしながら，本研究員の日々の授業においては，児童が「答えが出たら満足してその先を考えよう

としない」「友達の考えを基にして，自らの考えに新たな見方を加えたり修正したりしようとしない」な

どの課題が挙げられた。この課題を解決するためには，児童が新たな単元の学習に向かう時に,その問い

を解決するという目的意識をもつとともに，その解決のためには，児童から発せられた問いを連続的に

つないで学習を展開していくことが必要であると考え，研究を進めることとした。 

松島(2017)は，問いを軸とした単元での数学的活動の構成について，「単元全体を貫く『問い』を設定

し，それを基に単元の学習を進めていく場合」があるとし，この場合は「『問い』を学習の起点として，

その『問い』を解決する数学的活動を展開」するとしている。そこで，本研究では，単元を通して解決

する問いを「単元を貫く問い」として位置付け，この問いの解決という明確な目的をもたせた学習を展

開することで，児童は様々な問いを連鎖的にもつことができ，それらの解決を計画的に実行していくと

いう経験が，学習したことを自ら統合・発展させたり，日常生活に活用・意味付けしたりする児童の育

成につながると考えた。 

これまで述べたように，児童が単元を貫く問いをもち続けるためには，常に目的意識をもって問題解

決をし，解決の過程で問いが連鎖して生まれることが重要である。そこで，単元を貫く問いを解決する

学習過程で連続的に発せられる問いを「連鎖した問い」と定義し，この連鎖した問いが生まれるような

学習を展開することを目指す。このような一連の学習活動を数学的な見方・考え方を働かせながら取り

組むことにより，問い続ける児童が育成できると考えた。 

 以上のことから，研究主題を，「数学的な見方・考え方を働かせ，問い続ける児童の育成～単元を貫く

問いに焦点を当てて～」と設定し，研究を進めることとした。 

概要 

 本研究は，「単元を貫く問い」を設定し，この問いの解決という明確な目的をもたせた学習を展開す

ることで，数学的な見方・考え方を働かせ，問い続ける児童の育成を目指す。単元を貫く問いを解決
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する学習過程で生まれた問いを「連鎖した問い」とし，この連鎖した問いを生む学習を展開し，それ

らを計画的に解決し，単元を貫く問いの解決過程を振り返り新たな問いをもたせることで，学習した

ことを自ら統合・発展させたり，日常生活に活用・意味付けしたりする児童が育成されるかを検証し

た。 

３ 研究仮説 

児童に「単元を貫く問い」の解決という明確な目的をもたせ，その「単元を貫く問い」を常にもち続

けさせながら解決過程で連鎖した問いが生まれるような場面をつくること，その学習過程を振り返ら

せることを意図的に設定して学習を展開すれば，数学的な見方・考え方を働かせながら，問い続ける児

童の育成ができるだろう。 

４ 数学的な見方・考え方を働かせ，問い続ける児童の育成のために 

(1)単元を貫く問いをもつ 

児童が単元を貫く問いをもつためには，本単元で扱う素材とどのように関わらせるかが重要であ

る。素材を基に話し合う活動を設定し，「実際に体験したが上手くいかない」「既習の算数の知識だ

けでは解決できない」といった困り感や，それらを解決していく必要感をもたせることで，単元を

貫く問いをもつことができると考える。 

(2)単元を貫く問いをもち続ける 

①単元を貫く問いの設定と解決の計画を立てる場面(広げタイム①)の設定 

 解決する必要感をもたせ，単元を貫く問いをもたせると，必然的に様々な問いが生まれる。そ

の問いについて話し合うことにより，新たな問いが生まれる。連鎖した問いとして，問いが派生

していくのである。連鎖した問いは，単元を貫く問いの解決を目的として生まれたものであるこ

とから，連鎖した問いの解決を通して，単元を貫く問いの解決につなげていくことも大切である。

そこで，単元を貫く問いの解決に向けた話し合いを通して，個々の問いの連鎖を生ませるための

場面を設定する。 



 

図 1 児童が問い続けるための構想図 

②単元を貫く問いの意識化 

単元を貫く問いの解決に当たっては，単に連鎖した問いを解決する学習をしていくだけで

は，問い続けることにはつながらない。常に単元を貫く問いに立ち戻り，解決の必要感をもた

せることが大切である。そのために，単元の学習過程では働かせた数学的な見方・考え方や問

いを掲示するとともに，単元を貫く問いに立ち戻る意図的な発問を，単元の学習のあらゆる場

面で取り入れ，単元を貫く問いを意識化させる。 

(3)学習過程を振り返り，新たな問いをもつ 

単元を貫く問いが解決できたことにより単元の学習を終結させてしまうと，学んだことを生活や

これからの学習に生かす力を十分に育てることは難しい。常に学習過程を丁寧に振り返らせること

で，次時以降につながる新たな問いが生まれることが期待できる。そこで，児童が単元を貫く問い

の解決を踏まえ，新たな問いをもつために，単元の終末において，学習過程の振り返りを主とした

話し合いの場面(広げタイム②)を設定することとする。 

 

５ 児童が問い続けるための実践事例 

(1)第 6 学年「拡大図と縮図」 (2)第 2 学年「長さ」 

単元を貫く問いをもつ 

◆必要感をもたせる話し合い ◆必要感をもたせる話し合い 



授業の導入で教師がかいた校章の拡大図の誤

答を提示し，どこがいけないのかを児童同士

で話し合う。 

・既習との違いから今の時点ではかくことが困

難だという困り感 

・解決のためにはかき方を明らかにしなければ

ならないという必要感 

単元を貫く問い： 

どうすれば大きな校章を校庭にかくことができ

るのか。 

学級活動で使用する共有ボックスが整理整頓

できていない状態の写真を３日分提示し,何度

きれいにしても汚くなることを押さえ,解決法

を話し合う。 

・実物を見せずに伝えなければいけないという

困り感 

・整理整頓するために仕切りを作る必要感 

単元を貫く問い： 

どうすれば整理整頓マスターに仕切りを作って

もらえるのだろう。 

単元を貫く問いをもち続ける 

◆広げタイム① 

T：校庭に大きな校章をかくためにどのようなこ

とを学習していけばよいでしょうか。 

C：形が同じで大きさが違う図形にはどのような

性質があるのか。 

◆単元を貫く問いの意識化 

 （単元を貫く問いに立ち戻る発問） 

T：これで本当に校庭に校章の拡大図がかけるか

な。 

C：他の方法はないのかな。 

C：もっと効率のよい方法があるのかな。 

◆広げタイム① 

T：何が分かれば仕切りを作ってもらえるでしょ

うか。 

C：長さが分かればいいのかな。 

C：線はどうやってひくのだろう。 

◆単元を貫く問いの意識化 

（単元を貫く問いに立ち戻る発問） 

T：これで仕切りを作ってもらえるかな。 

C：正確に伝えるためにまっすぐな線をひくには

どうすればいいのだろう。 

C：mm がひけないときにはどうすればいいんだ

ろう。 

学習過程を振り返り，新たな問いをもつ 

◆広げタイム② 

C：少しのずれでも拡大すると大きなずれになっ

てしまうことが分かった。これからは図の正確

さに気を付けてかいていきたい。 

⇒日常生活への活用・意味付け 

C：曲線の含まれる図形を拡大・縮小するにはど

うすればよいのか。 

⇒統合・発展 

◆広げタイム② 

C：長さをちゃんと伝えるには,測るだけじゃな

くて計算もしながらくわしく伝えないといけな

い 

⇒日常生活への活用・意味付け 

C：もっと広い場所も考えてみたい 

⇒統合・発展 

 

 

 

 

 

 

 

 



（１） ６年「拡大図と縮図」 

   ① 問い続けるための単元構成 

  

学習を振り返って 
 
・実際に校章をかいたことでより拡大や縮小の考え方をうまく使えるようになった 
・今までは算数を学んでも役に立つことはないと思っていたけど，今回学んだことを生かして校章をかくことができ，嬉しくて楽しかった 
・今までは図形をノートやプリントにしかかいたことがなかったので気付かなかったが，校庭に拡大図をかいたことで，少しのずれ

でも大きなずれになってしまうことが分かった 今回の学習を生かして日頃から正確さに気を付けて図をかくようにしたい 
・今回は多角形の拡大図や縮図を考えたが，曲線の含まれる図形を拡大，縮小するにはどうすればよいのか調べたい 

第２，３時 拡大図，縮図の定義と性質 

 

 

 

 

 

☆：どうすれば大きな校章を校庭にかくことができるのか 

◇： ◇：

◇：  

◇：  

◇：            

◇：

◇： ◇：  

◇：  

第１時 単元を貫く問いをもつ 

素材：卒業アルバム用の集合写真の撮影 

卒業アルバム用の集合写真に大きな校章を入れて写真を撮ります 

描いてみたい      形は同じだ      大きさが違う 

 

どうしたら同じ形がかけるのか 

   単元を貫く問い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対応する辺の長さがすべて等しい 

・対応する角の大きさが全て等しい 

 

◇：性質を使えばかけ

るのではないか  
◇：三角形や四角形以外でも

同じように言えるのか 

 

第４，５時 拡大図，縮図のかき方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・合同な図形と同じように性質を活用してかくことができる 

◇：他にかき方はないのか 

◇：もっと簡単なかき方はないのか 

・１つの点を中心にすると，辺の長さの比が分かればかくことができる 

◇：どのかき方が一番効率がよいのか 

 

第６時 既習の図形の拡大，縮小 

第８，９時 縮図の利用 

第 7 時 校章の拡大図のかき方 
 
 
 

 

・正多角形はいつでも拡大図，縮図の関係になっている 
・その他の図形は必ずしも拡大図，縮図の関係になっているとは限らない 

 

・縮尺を使うと縮図から実際の長さを求められる 
・縮図を使えば実際に測ることのできない長さを求めることができる 

 

・１つの点を中心にしてかく方法が一番効率がよさそうだ 
・辺の長さの比を考えればかけそうだ 

◇：拡大図や縮図の考え方を他の場面でも生かせるのか 

 

第１０時 学習内容の定着 

☆：単元を貫く問い 

◇：連鎖した問い 

広げタイム① 

広げタイム② 

単元を貫く問いの意識化 
第３時〜第７時において「これで校庭に校章の拡大図がかけそ 
うかな」と繰り返し発問し，単元を貫く問いに立ち戻らせた。 
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② 本時（１/10）について 

ねらい ・拡大図や縮図の性質について既習を基に考え、表現することができる。【思・判・表】 

    ・単元を貫く問いを解決するために必要なことを考えようとしている。【態度】 

本時の流れ  ○発問   
児童の問い 気付き 

☆：単元を貫く問い ◇：連鎖した問い 
手だて 

単元を貫く問いをもつ 
卒業アルバム用の校庭で
撮るクラス集合写真を校
庭に大きな校章をかいて
撮ることを知る。 
 
○先生の描いた図はどこ
がいけないのでしょう
か 

３つの誤答を提示し，図
形の構成要素に着目さ
せ，合同な図形の学習を
想起させる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
集団検討① 
どのようなことが分かれ
ば単元を貫く問いが解決
できそうかを話し合い，
解決の見通しをもつ。 

○どのようなことが分かれば

校章がかけるでしょうか 
 
 
 
集団検討② 
単元を貫く問いの解決の
ために学習していくこと
を話し合い，学習計画を
立てる。 
○校庭に大きな校章を書くた

めに，どのようなことを学習
していけばよいでしょうか 

 
 
 
 
まとめ 
学習感想を書く。 
○校庭に大きな校章をか
くために考えたことに
ついて振り返りましょ
う 

 
 

かいてみたい 
どうしたらかけるのかな 
星の形なんてかけるのかな 
 
 
 
 
 
 
 

線対称になればいいのではないかな 

角度が同じでないといけないのではないかな 

大きさは違うけど形は同じだ 

合同な図形と似ているところがあるけ

ど違うところもありそうだね 

この場合，どうしたら同じ形の図形がか 

けるのか 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
複数のかき方があったら一番効率のよい方
法を話し合って決めたらよさそうだ 
 

 
 
 
 
 
 
（１）単元を貫く問いをもつ 
３つの誤答を基に事象について話
し合い，既習の合同な図形の学習
を想起させ「合同な図形とは似て
いるが異なるため，かくことがで
きない」という困り感を生む場面
を設定し，素材に対して必要感を
もたせることで単元を貫く問いを
もてるようにする。 
 
 
 
 
 
 
（２）単元を貫く問いをもち続ける 
①単元を貫く問いに対して見通し
や計画を立てる場面（広げタイム
①）の設定 
児童が単元を貫く問いの解決のた
めにもった問いを共有することで
問いを連鎖させ，単元を貫く問い
の解決のための見通しをもたせ
る。 
 
 
（２）単元を貫く問いをもち続ける 
①単元を貫く問いに対して見通し
や計画を立てる場面（広げタイム
①）の設定 
連鎖した問いを基に何を学習すれ
ば解決できそうかを問い，単元を
貫く問いの解決のための計画を立
てる。 
 
 
 

 

☆：どうすれば大きな校章を校庭にかくことができるのか 
 

◇：辺の長さはどうすればよいのか 

◇：角の大きさはどうなるのか 

◇：合同な図形のかき方は使えるのか 

◇：合同な図形との違いは何だろうか 

◇：同じ形はどうすればかけるのか 

◇：どれくらいかき方があるのか 

◇：星の形はどうかけばよいのか 

 

学習感想 
・なぜ角度が等しくないといけないのか  
・辺の長さには比が関係あるのではないか  
・今回の図形を描くために最低限必要な情報は何だろうか 
・面積を利用してかけないだろうか 
・校章以外の図形も描いてみたい 
・友達の意見から，元の図形の角の大きさと辺の長さ，何倍になるかが分かればかけると思った 
・辺の長さを同じ割合で伸ばせばかけるのではないか, 実際にかくことが楽しみ 

◇：合同な図形と同じように形が同じで大

きさが違う図形にも性質があるのか 

◇：図形の性質が分かればかけるのか 

◇：どのようなかき方があるのか 

 

単元を貫く問いをもつ 

単元を貫く問いをもち続ける（広げタイム①）の実践 



第２,３時 普遍単位による測定 

・任意単位による測定 
・普遍単位を用いての測定 

 

 

 

 

 

 
第４時 物差しの目盛りの読み方の理解 

・はしたの数の読み方と測定 

 

 

 

 

 

 

第５,６時 物の測定,長さの単位の表記 

・身の回りの物の測定 

・㎝,㎜の関係を理解し,表記 

 

 

 

 

第７時 直線の理解 

・直線の意味 
・指定された直線をひく 

 

 

 

 

 

 

第８時 長さの加減計算 

・同じ単位同士の計算 

 

 

 

 

 

 

第９時 単元を貫く問いの解決 

 

 

 

 

第１０時 学習内容の定着を図る 

・基本的な問題に取り組む 
・数,式などを用いて解く 

 

（２）２年「長さのたんい」の実践事例 

① 問い続けるための単元構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・仕切りの注文書を書く 

第１時 単元を貫く問いをもつ 

素材：整理整頓されていない共有ボックス 

「きれい」にするにはどうしたらいいかな 

  区切る   囲む   置く場所を決める   まとめる  

 

                        仕切り  

仕切りは,他の人に作ってもらいます 

   単元を貫く問い 
 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆：どうすれば整理整頓マスターに仕切りを作ってもらえるのだろう 

◇：長さがバラバラだけどどうしたらよいのだろう 
◇：どこに合わせればよいのだろう 

【はかる】 
◇：横の長さが分かればよいのかな   
◇：横の長さってどこかな 
◇：縦の長さが分かればよいのかな   
◇：縦の長さってどこかな 
◇：斜めの長さもいるかな       
◇：斜めってどこのことだろう 
◇：横の長さもいるかな        
◇：高さもいるかな 
◇：入れる物の長さも測るかな？  

【書く】 
◇：線はどうやってひくんだろう 

【計算する】 
◇：のこったところの長さもいるかな  
◇：計算で出せないかな 
◇：たし算するのかな         
◇：ひき算でもできないかな 

◇ピッタリじゃない時はどうすればよいのだろう  
◇目盛りをどう見ればよいのだろう 

◇：どこに合わせればよいのだろう 
◇どこを測ればよいのだろう 
◇：なんで，10 ㎜が 1 ㎝と同じなんだろう 

◇：どうやってひけばよいのだろう 
◇どうして,㎝と㎜はたしちゃいけないのだろう  
◇㎜がひけないときはどうすればよいのだろう 

◇仕切りの横（厚さ）の長さはどうすればよいのだろう 

☆：単元を貫く問い 

◇：連鎖した問い 

 広げタイム① 

学習を振り返って 
 
・仕切りを作ってもらうために,さいしょは長さが分かれば 
よいと思っていたけど,線をひいたり,計算でのこったと 
ころを出したりしないといけなくて考えることがたくさ 
んあった 

・始めに出したことを,やっていったら仕切りの注文書が書けたからよかった  
・仕切りの厚さまで考えていて,もっといろいろ考えないとできないと思った 

広げタイム② 
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単元を貫く問いの意識化 
第３時〜第８時において「これで作ってもらえるかな」と繰り返し発問し，単元を貫く 
問いに立ち戻らせた。 

どんなことが分かれば,仕切りを作ってもらえますか？ 



② 本時（１/10）について 

ねらい ・共有ボックスの仕切りを作るために必要なことを考ええようとしている。【態度】 

    ・既習を基に仕切りを作ってもらうために必要なことを考え表現している。【思・判・表】 

本時の流れ  ○発問   
児童の問い 気付き 

☆：単元を貫く問い ◇：連鎖した問い 
手立て 

単元を貫く問いをもつ 
〇この共有ボックスを見
てどう思いますか 

 
 
〇いつもきれいにしてお
くにはどうしたらいい
でしょう 

 
 
 
 
 
 
 
 
集団検討① 
単元で学習することの見 
通しをもつために児童が 
出した考えを短冊にまと 
めていく。 
〇何が分かれば,仕切り
を作ってもらえるかな 

 
集団検討② 
児童の考えを分類し,次
時からの学習計画を立て
る。 
〇みんなが出した考えで
似ているものはないか
な 

 
 
 
 
 
まとめ 
〇明日からまず何を学習
すればよいかな 

〇今日の学習を振り返っ
てみましょう 

・ 汚い 
・バラバラ  
・ごちゃごちゃ  
・きれいにしたい 
 
・分ければよい  
・囲めばよい  
・置く場所を決めればよい  
・まとめればいい 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・横の長さを測ると,縦の長さを測るは似
ている 

・斜めと高さと入れる物の長さを測るも 
の似ている 

・線を引く 
・たし算,ひき算する 
・計算する 
 
 
・線をひくをやればよいと思う 
・最初は,長さを測るからやっていけ 
ばよい 

・次は線を引くをやって,最後に計算 
する 

・長さが分からないと,線が引けない 

（1）単元を貫く問いをもつ 
児童は学級活動で使用する共有ボ
ックスが,「きれいにしても整理整
頓されない３日分の写真」や「仕
切りを使って整理整頓されている
写真」を児童の思考に沿って提示
していくことできれにしたいとい
う意欲を引き出す。 
 
（1）単元を貫く問いをもつ 
自分で作るのではなく,他者に「仕
切り」を作ってもらうことを伝え
る。 
 
 
 
（２）単元を貫く問いを持ち続ける 
①単元を貫く問いに対して見通し
や計画を立てる場面の設定 
広げタイム① 
児童が単元を貫く問いの解決のた
めにもった問いを共有することで
問いを連鎖させ，単元を貫く問い
の解決のための見通しをもたせ
る。 
 
 
 
 
 
 
 
（２）単元を貫く問いをもち続ける 
①単元を貫く問いに対して見通し
や計画を立てる場面（広げタイム
①）の設定 
連鎖した問いを基にこれからどん
なことを学習すれば解決できそう
かと問い，単元を貫く問いの解決
のための計画を立てる。 
 

 

 

◇：横の長さが分かればよいのかな  
◇：横の長さってどこかな 
◇：縦の長さが分かればよいのかな 
◇：縦の長さってどこだろう 
◇：斜めの長さもいるかな       
◇：斜めってどこのことだろう 
◇：横の長さもいるかな 
◇：高さもいるかな 
◇：入れる物の長さも測るかな     
◇：線はどうやってひくのだろう 
◇：のこったところの長さもいるかな  
◇：計算で出せないかな 
◇：たし算するのかな        
◇：ひき算でもできないかな 

ｃ

学習感想 
・計算は分からないけど,測るのはで
きると思いました 

・高さに気を付けないと,ものがはみ
出るかもしれないと思いました 

・縦の長さは長いから,よこの長さを
２つ合わせないとダメだと思います 

・長さを測れば,作れそうだと思いま
した 

☆：どうすれば仕切りを作ってもらえるのだろう 
 

単元を貫く問いをもつ 

単元を貫く問いをもち続ける（広げタイム①）の実践 

ｃ



（３）全体の成果と課題 

 成果 
① 単元を貫く問いをもつことについて 

単元の初めに素材を基に話し合う活動を設定し，問題を解決するための必要感や困り感 
をもたせたことで，単元を貫く問いが生まれやすくなった。また，児童が単元を通して何を学習して
いったらよいかが焦点化し，学習する目的が明確になった。 
② 単元を貫く問いをもち続けることについて 
広げタイム①の場面では，単元を貫く問いから生まれた問いを連鎖させる活動を設定したことで，

約 85％※の児童が自分の問いをもつことができた。既習事項を基に問いが生まれる場面が多く見られ
たため，学習内容の系統性を明確にして計画することが重要だと分かった。 
単元を貫く問いを意識化させる場面では，働かせた数学的な見方・考え方や問い等の掲示や，単元

を貫く問いに立ち戻る意図的な発問をしたことにより，単元を貫く問いを基に考え直したり，より効
率的な解決につながる問いを見出したりした児童が約 75％見られた。 
③ 学習過程を振り返り，新たな問いをもつことについて 
広げタイム②の場面では，学習過程を振り返らせたことにより，約 85％※の児童が，本単元だけに

とどまらず，次時以降に解決したい発展させた問いや，日常生活につながる問い等，新たな問いをも
つことができた。  

右のグラフからも単元を貫く問いをもち続け，新た

な問いをもった児童の割合が高い水準を保っていた

ことが分かる。以上から，単元を貫く問いの解決とい

う目的をもたせ，その意識を常にもち続けながら，解

決過程で連鎖した問いが生まれるような授業を展開

したこと，またその学習過程を振り返らせたことで，

数学的な見方・考え方を働かせ，問い続ける児童の姿

が見られたことが成果であると考察できる。 

※実践授業の各場面において問いをもった児童の割合を平均化して算出した。 

 課題 

・単元を貫く問いをもたせることに適した単元とそうでない単元があったことから，その要因を明らか

にしていく必要がある。 

・実践の中に，単元中盤で問いをもつ児童の割合が下がる場合もあったため，単元を貫く問いを意識化

するための教師の働きかけについて更に研究していく必要がある。 

・単元の終末に生まれた新たな問いを，その後の学習でどのように扱うか検討する必要がある。 
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研 究 の 紹 介 

１ 第１０４ 回全国算数・数学教育研究（島根）大会 

（１）研究主題：「数学的に考える資質・能力を育成するための学びの実現」 

（２）日 時 等：令和４年８月２日～８月５日〔オンライン開催〕 

（３）全体講演：「計量する民主主義－市民社会で数学的活動はどう機能するか－」独立行政法人教職員支援機構上席ﾌｪﾛｰ  百合田 真樹人先生 

   シンポジウム：「資質・能力ベースの学習指導要領は算数・数学の授業をいかに変えるか」 

   部会講演：「プロセス思考に基づく授業構成とその評価－数学的態度の育成－」鳥取大学名誉教授 矢部 敏昭先生 

（４）東京都からの研究発表者（分科会順） 

  ・加法と減法の相互関係について理解するための素地活動についての一考察 池田 裕彰     東京学芸大学付属小金井小学校 

  ・量分数導入における「分割量分数」活用の検討             平井 哲      明星小学校 

  ・児童が公式を作ることのよさを感じる円の求積指導           瀧藤 潤 他     都算研・資料委員会 

  ・図形の基礎体力を高めるハンズオン・マスのすすめ           川野 由紀子    練馬区立八坂小学校 

  ・筋道を立てて考える力を育成する指導の一考察             猪狩 佑太    江戸川区立東小松川小学校 

  ・具体的なイメージをもてることをめざした割合指導           鈴木 博之 他   練馬算数教育研究会 

  ・生活に生かす帯・円グラフが主体的な学びを伸ばす           鈴木 純     学習院初等科 

 ・比例的推論能力の育成に関する一考察                 伊三部 優介   国立学園小学校 

 ・統計的探究プロセスに関する一考察                    尾形 祐樹    東京学芸大学付属小金井小学校  

 ・データを根拠に走り方を改善する授業の一考察             沖野谷 英貞   東京学芸大学付属竹早小学校 

  ・図形の包摂関係に関する一考察                    小川 功介 他   北区立王子第五小学校 

  ・数学的な見方・考え方を働かせて問題解決する児童の育成        清水 智子 他  北区教育研究会算数部 

  ・割合の見方・考え方を育む学習                    久下谷 明    お茶の水女子大学附属小学校 

  ・主体的に考え，表現する児童の育成                  澤崎 恭大 他  八王子市立緑が丘小学校 他 

  ・算数科における学びに向かう力の育成                 河合 知里 他  令和３年度東京都教育研究員 

  ・プログラミングを活用し，正多角形の外角の理解を深める        戸塚 孝太郎 他  大田区立志茂田小学校 他 

  ・数学的に考える資質・能力を育てる指導と評価の在り方         横須賀 咲子 他 都算研・研究委員会 

  ・尋常小学算術（緑表紙教科書）実践研究４               鈴木 純 他   未来につなぐ算数授業研究会 

  ・社会的オープンエンドな問題を取り入れた指導の一考察         猪狩 佑太    江戸川区立東小松川小学校 

  ・第２学年「長さ」での等号不等号の扱いについて            神保 勇児    東京学芸大学付属大泉小学校 

 ・「もとの大きさ」を意識付ける２年生の分数指導             竹上 晋平    江戸川区立小岩小学校 

 ・はしたを捉える学習活動                       山田 剛史    東京学芸大学付属竹早小学校 

 ・比の見方を子どもから引き出す指導の工夫               平山 秀人    東京学芸大学付属竹早小学校 

 ・第４学年簡単な場合についての割合                  加固 希支男   東京学芸大学付属小金井小学校 

 ・速さに関する問題の答案分析                     松本 精一    公益財団法人日本数学検定協会 

 ・表を用いる必然性のある問題設定                   吉田 悠太    練馬区立大泉北小学校 

 ・統計的探究プロセスを重視した授業実践                小川 功介    北区立王子第五小学校 

 ・データの分類整理を意識した指導                   河合 紗由利   東京学芸大学付属竹早小学校 

 ・児童用タブレット端末を活用した学校と家庭で行う問題解決型学習    杉山 達寛 他  練馬区立光和小学校 

 ・数学的モデル化の学習指導に関する研究                杉山 史典    大田区立おなづか小学校 

 ・数学的な見方・考え方を働かせて問い続ける児童の育成         田中 弘紀 他  都算研・育成部第１６期研究員 

 ・学びに向かう力，人間性を育む算数教育                市野 佑弥 他  北区立王子第五小学校 他 

２ 第７７回関東甲信静数学教育研究山梨大会 

（１）大会主題：「数学的に考える力を育成する授業の創造 ～自立的・協働的な学びをとおして～ 」 

（２）日 時 等：令和４年１０月２１日～１０月２８日〔オンライン開催〕 

（３）記念講演：「令和の授業づくり 数学的に考える資質・能力の育成を目指して」東京学芸大学名誉教授 藤井 斉亮先生 

（４）東京都からの研究発表者（分科会順） 

・数学的に考える資質・能力を育てる指導と評価の在り方         横須賀 咲子 他 都算研・研究委員会 

  ・数学的な見方・考え方を働かせて問い続ける児童の育成 

～「本時のねらいを達成するための問い」と「新たな問題を生み出すための問い」に着目して～   清水 智子 他   都算研・育成部第 16 期研究員他 

  ・言語化を通して図形の構成要素に気付かせる指導の工夫  

～平成２９年度都算研実態調査においての課題～            熊田 美香 他   都算研・資料委員会 
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令和４年５月１２日現在 

 

◎会長                 早 藤 基代孝  新宿区立牛込仲之小学校 

副会長               濱 田   伸  稲城市立稲城第二小学校 

副会長               森 田 康 之  杉並区立東田小学校 

副会長（会計部長 兼）        宇賀神 礼 子  町田市立七国山小学校 

◎庶務部長               樋 川 宣登志  調布市立布田小学校 

副部長（総会）           原 沢 伸 一  台東区立石浜小学校 

副部長（常任理事会担当）      杉 本   謙  文京区立昭和小学校 

副部長（ＯＢ・来賓その他）     諸 田   哲  北区立西ヶ原小学校 

◎会計部長          （兼務） 宇賀神 礼 子  町田市立七国山小学校 

会計副部長        （兼務） 太 巻 美 青  江戸川区立鹿本小学校 

会計副部長        （兼務） 日 下 勝 豊  目黒区立中根小学校 

会計監査         （兼務） 上 原 史 士  北区立十条小学校 

会計監査         （兼務） 松 本 雅 史  小平市立小平第五小学校 

◎研究部長               田 中 淳 志  あきる野市立東秋留小学校 

研究委員長             岩 﨑 政 弘  文京区立金富小学校 

副委員長             曾 我   泉  渋谷区立西原小学校 

副委員長             小 栁 政 憲  小金井市立前原小学校 

授業研究委員長           神 田 恭 司  立川市立第十小学校 

副委員長（東ブロック）      深 尾   剛  品川区立清水台小学校 

副委員長（中央ブロック）（兼務） 松 本 雅 史  小平市立小平第五小学校 

副委員長（西ブロック）      仙北谷 仁 策  八王子市立椚田小学校 

実態調査委員長           熊 倉   勝  文京区立明化小学校 

副委員長        （兼務） 日 下 勝 豊  目黒区立中根小学校 

資料委員長             松 原   修  武蔵野市立第二小学校 

副委員長        （兼務） 太 巻 美 青  江戸川区立鹿本小学校 

◎発表部長               江 原 幸 一  調布市立石原小学校 

発表委員長             谷 口 雄 麿  清瀬市立清瀬小学校 

副委員長              古 林 香 苗  国分寺市立第三小学校 

広報委員長             大 場 一 輝  八丈町立三根小学校 

◎編集部長               鈴 木   淳  八王子市立中山小学校 

会報委員長             佐 藤 郁 子  新宿区立愛日小学校 

紀要委員長        （兼務） 鈴 木   淳  八王子市立中山小学校 

◎育成部長          （兼務） 清 水 智 子  北区立谷端小学校 

研究員育成委員長     （兼務） 清 水 智 子  北区立谷端小学校 

副委員長              室 伏 千 絵  大田区立大森第五小学校 

副委員長         （兼務） 上 原 史 士  北区立十条小学校 



Ⅲ 庶務報告 
 

【１】４月１２日（火）＜第１回常任理事会＞・・・・・・・・・・・・・新宿区立牛込仲之小学校 

○総会資料作成と承認方法の検討・確認 

・令和４年度の会長，副会長の選出，常任理事推薦 

・令和４年度の部長，副部長，会計監査，委員長の推薦 

・令和４年度の顧問・客員推薦 

・令和４年度常任理事会の日程，誌上総会の承認方法の検討 

・令和４年度の事業計画案・予算案の検討 

○年度当初の事務作業確認…常任理事会，各部・各委員会，各区市等部長，主題，実態調査等 

○令和４年度の研究部各委員会の研究活動について（開始時期，研究の進め方等） 

 

【２】４月２６日（火）＜第２回常任理事会・理事会＞・・・・・・・・・新宿区立牛込仲之小学校 

○総会の資料，規約及び細則の確認 

・令和３年度事業報告・決算報告・会計監査報告の審議・承認 

・令和４年度の常任理事の選出（理事会） 

・令和４年度の庶務部長，庶務，会計部長，会計，会計監査の選出 

○令和４年度 常任理事会の年間計画の変更・確認 

○令和４年度研究部各委員会や研究員の紹介や研究の進め方・内容等についての報告 

 

【３】５月１２日（木）＜第３回常任理事会・特別授業・総会・講演会＞・新宿区立牛込仲之小学校 

※各区市等の代表者（理事等）により，下記の議事内容が承認された。 

○令和３年度報告（事業報告，会計決算報告，会計監査報告） 

○規約・細則の確認 

○新常任理事の報告 

○新会長・副会長選出の報告 

○庶務部長・庶務・会計部長・会計・会計監査の承認 

○各部長・委員長・副委員長の紹介 

○令和４年度計画（事業計画，予算案） 

○顧問・客員の推薦 

  ◎特別授業 授業者 明星小学校長・明星大学客員教授  細水保宏先生 

  ◎講演会演題「数学的に考える資質・能力を育てる指導と評価の在り方」 

    講師  明星小学校長・明星大学客員教授  細水保宏先生 

 

【４】６月１４日（火）＜第４回常任理事会＞ ・・・・・・・・・・・・新宿区立牛込仲之小学校 

○各部会・委員会の活動計画，委員名簿の紹介 

○都小研連や新算研等関係団体活動との関わり（予算も含む）について 

○研究発表会の計画，案内の確認(1) 

○都算研研究員夏季講座について 

○日数教（島根）・関東甲信静（山梨）大会の参加について 



○実態調査問題及び実施方法についての確認 

 

【５】８月１９日（金）＜都算研 第１７期研究員 夏季講座＞・・・・・・・・・北区立谷端小学校 

○これまでの研究経過の報告（研究主題，研究内容等） 

○２学期以降の実践授業案の検討（分科会） 

○参加常任理事による研究員への指導・助言 

 

【６】９月６日（火）＜第５回常任理事会＞・・・・・・・・・・・・・・稲城市立稲城第二小学校 

○各部会・委員会の活動報告 

○研究発表会の準備の進捗状況，案内の確認(2) 

○区市等部長研修会の実施計画 

○実態調査問題の検討 

【７】１０月３日（月）＜研究発表会事前打ち合わせ会＞・・・・・・・・稲城市立稲城第二小学校 

   ○研究発表会発表者と担任の打ち合わせ 

   ○研究発表会配布資料の袋詰め 

   ○研究発表会に関する諸事についての会場校との確認 

 

【８】１０月１４日（金）＜第６回常任理事会・研究発表会＞・・・・・・稲城市立稲城第二小学校 

  [常任理事会] 

   ○研究発表会準備，進行の確認 

  [研究発表会] 

   ○各分科会研究発表・研究協議会・講師による指導講評 

   ○全体会 指導講評 講師 前都算研会長 内藤 和巳 先生 

 

【９】１１月８日（火）＜第７回常任理事会，区市等部長研修会＞・・・・・・渋谷区立西原小学校 

［第７回常任理事会］ 

○各部会・委員会の活動状況報告 

○研究紀要（５８集）原稿作成計画 

［区市等部長研修会］ 

○本年度の各区市等算数部の研究活動についての情報交換（発表 足立区 日野市） 

○講演会「東京都における算数教育の課題」 

講師：世田谷区教育委員会教育指導課長 毛利元一先生 

 

【10】１２月１日（木）＜実態調査問題検討委員会（第８回常任理事会）＞新宿区立牛込仲之小学校 

○各部会・委員会の活動状況報告 

○実態調査問題の検討 

○次年度都算研研究員の募集について（第１８期） 

○次年度の構想について 

 

【11】１月１２日（木）＜実態調査問題検討委員会（第９回常任理事会）＞・・杉並区立東田小学校 

○各部会・委員会の活動状況報告 



○実態調査問題の検討 

○都算研第１７期研究員研究発表会について 

○次年度構想について 

 

【12】２月１日（水）＜第１０回常任理事会＞・・・・・・・・・・・・・・新宿区立牛込仲之小学校 

○令和４年度 各部会，委員会の活動報告と次年度の構想 

○令和５年度 都算研研究員の応募状況について（報告） 

○令和５年度 研究部各委員会の委員候補者（補充，調整）について 

○令和５年度 常任理事候補について（新規候補者には，次年度予定表を送付） 

○令和５年度 都算研の活動計画について 

 

【13】２月２４日（金）＜都算研 第１７期研究員 研究発表会＞・・・・・・・・北区立谷端小学校 

○公開授業 

○研究発表・研究協議 

○指導・講評 

文部科学省国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部教育課程調査官 笠井健一先生 

 

【14】３月２日（木）＜会計監査・第１１回常任理事会＞・・・ ・・・・新宿区立牛込仲之小学校 

○令和４年度 会計報告・監査結果報告と次年度予算計画 

○令和５年度 事業報告，次年度の事業計画の確認 

○令和５年度 主な事業日程の確認 

○令和５年度 都算研研究員（第１８期）の決定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅴ 東京都算数教育研究会規約 
 

第 1 章  総 則 
 

第１条 この会は東京都算数教育研究会といい，事務局を庶務部長の勤務する学校に置く。 

第２条 この会は算数教育の推進ならびに会員相互の研鑚を図るとともに，東京都算数教育振興に関し，

貢献することを目的とする。 

第３条 この会の目的を達成するため次の事業を行う。 

（１） 算数教育に関する研究ならびに調査 

（２） 算数教育に関する授業研究会，研究発表会，講演会などの開催 

（３） 会報ならびに研究物などの発行 

（４） その他この会の目的達成に必要な事業 
 

第２章  会 員 
 

第４条 この会は次の会員で組織する。 

（１） 東京都公立小学校の教員 

（２） この会の目的に賛同し，入会を希望する者 
 

第３章  役 員 
 

第５条 この会に次の役員を置く。 

（１） 会長１名：この会を代表し，会務を総括する。 

（２） 副会長若干名：会長を補佐し，会長に事故のある場合は，これを代理する。 

（３） 常任理事若干名：常任理事会に出席し，会務を執行する。 

（４） 理事若干名：地域会員を代表して理事会に出席して会務を審議する。 

（５） 庶務部長１名・庶務若干名：庶務をつかさどる。 

（６） 会計部長１名・会計若干名：会計をつかさどる。 

（７） 会計監査２名：会計を監査する。 

第６条 この会の役員は会員の中から次の方法によって選出し，総会の承認を受ける。 

（１） 会長ならびに副会長は常任理事会で選出する。 

（２） 常任理事は理事会で選出する。 

（３） 理事は各区・市・郡・支庁ごとに必要数を選出する。 

（４） 庶務部長，庶務，会計部長，会計及び会計監査は理事会で選出する。 

第７条 この会の役員の任期は１年とする。但し，再任は妨げない。会長の再任は１回を限度とする。 

第８条 この会に総会の承認を経て顧問及び客員を置くことができる。 
 

第４章  会 議 
 

第９条 この会の会務を行うため，次の会議を設ける。 

（１） 常任理事会：会務を執行し，各種の企画を行うため必要により随時開く。 

（２） 理事会：重要な会務の運営について審議決定するため必要により随時開く。 

（３） 総会：毎年１回開く。但し，必要ある場合は随時開くことができる。 

総会は次の事項を行う。 

ア 会務の報告，イ 予算・決算の承認，ウ 役員の承認，エ その他必要な事項 
 



第５章  各部・委員会 
 

第 10条 この会の事業の必要上各部委員会を設ける。 

第 11条 各部・委員会についての細則は別に定める。 
 

第６章  会 計 
 

第 12条 この会の運営は，会費ならびにその他の収入による。 

第 13条 この会の会費は，別途定める。 

第 14条 この会の会計年度は４月１日に始まり，翌年 3月 31日に終わる。 
 

第７章  附 則 
 

第 15条 この規約の改正は，理事会で行い，次期総会の承認を受ける。 

第 16条 この規約は，平成 15年 4月 1日よりこれを実施する。 

 


